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奈■ 0人 ビ白菫 の各
た″喝 は大和の′然を愛ιまナ

IN US IN NARAVAMAJ

等らや審彙山赫軍ロジェクトの弓撃

磋りll 制警司

昨年3月 t古都保存法による県買         に応募してから、 1年が経過しようとしてい

ます。本格的にスタートした4月以降、べ‐スキャンプ作り、周りを取り巻く竹やぶの整備、放棄さ

れていた畑の復元などを中心とする整備計画の第‐ステップを完了し、日下、第ニステップの里山林

整備に取り掛かつたところです。

この間、ベースキャンプに}よ ベンチ(乗用車10台分の駐車スペース、可動式トイレなどのイン

フラを整備しました。また、復元した600平米の畑で1まサツマイモ、ダイコン、タマネギなどが育

ち、会員の楽しみの場となつていま丸 特に重点を置いた竹林の景観復元作業と、自帥 道路周

辺の笹の刈取りと放棄ごみの撤去など       ま 目に見える大きな成果となつていて、奈良

県の窓目責任者から高く評価して頂いていま丸

過去1lヶ月の間の間動璽胸ま31凰 参加者の蜘 べ350人に達しました 活動力堆むこ

つれて周りの景観が少しづう変化していく様子がはつきり見え、我々を勇気付けてくれますし自然の

中で流す気持ちいい汗を流し、よみがえつていく塁山の風景になかれて、参カロ人数は回を追う毎に増

えてきました 会員以外からも、この里山にt測陽しんだ山林ボランテイア、菜の花プロジェクトの奈

良コープの皆さん、奈良女子大のキャンセァ0グループ、黒髪山のポーイスカウト仲間、さらには地

元地区連合自治会長さんなど、里:l碑勲 爛 に参加される人噺 誌勧 つ`てきました

ならやま里山林のある地域には、平城宮跡や佐保佐紀癬 奮どが点在し、歴史呻 嘲

として奈良県が指定していま丸 法令上の用途制限もあつて、ここの雑木林t田畑跡は地較的しヽ 状ヽ

態で残つており、適切に手を入れれば里山的な繁観を取り戻すことも十分可能だと判断されま丸 1

年間の活動を通じて、少しづり姿を変えていく里山の中 手応えを感じているこの頃で九

2008年度の展開として:よ ①山林の整備と1醜劇像密師私 ②敵棄ごみなど環境のクリーン・ア

ップの推進、これと並行して、C地元の小学校やボーイ・スカウトなどの児童を対象に、自然環境教

育の場として活用することを3本の柱に活動したいと考えていま九

奈良県は、豊かな歴史鳳 刻讚憧罪帥 自`然の中に調和しながら残つていますじそのどちらも人間

蜘 な保存の努力なくしてlま維持できません。奈良という風土の中で育まれた歴史や文化を大切に

することと、奈良め自然を正しく保全していくこととは表裏T体の関係にあります。「我たは大和の

自然を愛しますJという当会のモットァを― る活動の柱として、このプロジェクトを位置づけ、

継続して推進していきたいと考えています: 会員皆各位のご理解とお力添えを瀬 ヽ資 しま丸
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季節感と日本語

川井 秀夫

最近、富に学生の国語力が落ち、漢字の誤字・あて字が目につき、万物に対する感性も鈍 く

なって、古き時代の人間から慨嘆の声がtし ばしば聞こえてくる。

戦後、西洋文化の移入が過剰化し、科学校術の進歩により、優秀な機器が市場に氾濫する

に及んで、利便さと反比例する様に人間の脳が退化していく様にも思われる。

かって、タィプライターの時代には辞書で漢字変換 したものが、ヮープロの登場でやすゃ

すと変換が可能になり、今 電子辞書やパソコンで瞬時に解読・文書化され、機械文明に翻弄

される脳の記憶装置も、さほど重要でなくなり、学力低下もむべなるかなと思う。

今年も季節の移ろいは早く、春の息吹を感 じる頃となりましたが、私の「すさび」として春
から初夏の季節の語句から日本語のもつ奥深さ、床しき、面白さを、少し書いて見ました。

1樹々の目覚め

冬の樹林を「裸木」「寒林」「枯木立」「冬木立」「寒木」等々ありますが、二月

から二月の始め頃は木芽時 (こ のめどき)と いって、本も草も一斉に芽を出し春の

開幕を告げてくれます。日本語では植物が芽を出す言葉が多く、一部を紹介して見

ました。

「芽 ぐむ」「芽ざす」・・ 枝の先にそれとおばしきものが現れた状態。

「芽ばる」「芽だつ」 00その芽が大きくなった状態。

「芽吹 く」・・ 遠 くから見て梢がボオッと青みをおびている状態。

「芽ばえる」・・ 草に言う言葉で、つちの上にひょっこり顔を出した状態。

「 萌える」・・ その芽が成長 して、そろそろ葉になりかける状態:

その外に「アシJは「つのぐむ」と言います。

日本人の季節に対する感覚の細かいことを表しています。難しいですナ 日本語は。

2ホ トトギス

俳句では夏の季語ですが、色々な呼び名が使われます。英語では「 Little
CuckoO」 で「 cuckoo」 と区別されているだけです。

日本語でピンとくるのは「時鳥」「不如帰J程度でしょうか。これはまだ序の日。

「 子規」「杜鵠」「社宇」「 田腱」「催帰」「蜀魂」「 田喰鳥」「妹背鳥」

「沓手鳥」「卯月鳥」「早苗鳥」

外に、「 あやめ鳥」「橘鳥」があり、漢名のものが多く見られますが、スペース

がなく、説明を省略致 しますが、季節を冠にした日本人の心が伺われます。

自然観察も切り口を変えると、新 しい心象風景が見えて来ます。次の機会があれば、四

季の風を考えてみたいと思います。
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1月 31日 (本)曇り 参加者 15名 (内会員 14名 非会員 1名 )

冬季の山林整備活動日

県から1月 15日付けで、隣接する湿田跡地の使用許可が出された。生活環境部風致保

全課古都管理係北川係長、岸本主任が9時来訪、管理方法を打ち合わせる。一部を駐車ス

ペースとしての使用を要請、検討の約束を得る。 10時活動開始。

E地区の里山の観濠路  (1月 ～3月 )

ルー トと観察路工事について最終調査を行い、民有地とめ境界について再確認する。D
区の林の中に立派な顕彰碑「吉田儀助翁記念松」(昭和 13年 3月 18日 )があるのを発見。

事実関係を調査することにする。工事は次回より開始。観察路周辺の樹木調査を継続。

日園跡地の笹薮の除伐  (1期)

b地区の笹薮整理を続行。相変わらずおびただしいごみが出てくる。早急の搬出を県担

当に依頼する。刈り取つた笹薮跡の利用方法について検討を始めることにする。

12時30分、雪もちらつく中で、心づくしの暖かい豚汁を頂きながら、賑やかな昼食と

なる。次回 (2月 22日 )の例会「野鳥観察会J下見のメンバーが合流、お汁粉に舌鼓を

打ちながら、冬鳥情報の花が咲く。  3時 解散

2月 7日 (木) 晴一時曇り 参加者 17名 (内会員 14、 新入 1、 非会員 2)

塁山観察路

工事開始。急坂など危険が予■llさ れる箇所の整備を最優先に取り掛かる。用意した杭

スコップ、カケヤ、ロープなど使っての工事、仕上がりは十分満足できる自信作と。 3月

中には 1期工事を完成させると意気盛ん。

日闘跡の笹薮

笹薮との苦闘が続く。しかし、作業が進み刈跡が拡がつて視界が開けてくると、何か元

気が出てくるから妙だ。放棄ごみをおびただしく道路わきに積み上げ、行政からの撤去作

業を待つ。

冬の畑作業

空いている畑は、土の天地返しをして寒ざらしする。春ジャガイモ用の畝作り、施肥。

堆服枡枠作り

かねて頼んでいた使用済みのコンパネ20枚が届く。資材置場と腐葉土や堆肥を作る木

枠を作る。腕に覚えの川勝さんの指導で、先ず 1基作り上げる。次回残りを完成させる積

り。堆肥がたつぶりできるようになれば、そろそろ有機農法にもチャレンジしてみたい。

関心のある人、やつてみたい人、如何です力、 同志を募ります。  終了 3時 30分

追記

2月 19日 、県生活環境部窓口を訪間、 19年度の活動状況と20年度の構想を報告、

活動方針への理解とバックアップを要請した。

( 古り|1祐司 記 )
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小田 久美子

2/18(月 )お昼を食べながらテレビウォッチン銭『奈良の ,』

という声に「ムム 0遷都 1300年か?」 耳がダンボしました。
ところが、『臭い・汚い。不衛生?・ ・」というレポータの声

と一緒に、窓は封鎖、ビニールテープや脅しのグッズがぶら
下がる、何処かの国のスラム街かと思う光景が映し出されて
いました。JR奈良駅近くのこの市営住宅はあの黒川さんの

設計なのだそうです。「臭い 。汚い・不衛生」の原因は ドバ ト
でした。彼らにとってこのベーシックなデコボコした建物は
生まれ故郷に似てお誂えの場所、近くには奈良駅、奈良公園
とわざわざ餌をくれる親切な人間たちがいて子育て支援も
ばつちり。 ここでも問題は私たち人間の側にありました。★ゴミを出さない、★餌はや
らない。あなたの回りの「善意の支援者」たちにもこの事を是非伝言ゲームして下さい。
お互いの平和のために。.。

ぬ生鮮 燿々

連山の寡黙の冬を楽 しめり 川井 秀夫

1´月例会.春 日原始林を歩 く。この世界にも命のせめぎ合ぃを教わる。

春近 く、静かな世界に曜動が始まる。

★今年(1/25)は奈良公園もピンズイの大集団、アトリの大集団、をは助たしてイヵルも沢山きてもう
いもヽ声できえずってもヽます。大阪や神戸の方は少なttぃうップミの団体があちこちにいて例年よりもず光
多いです。証 早いかなと思つてしtヒレンジ

"が
1羽ツグミに混じってとまつていました。

(1/16)水上池にt材シドリとミコアイサが例年より多ttttι雛す。        (西 谷)
★2月 18日奈良公園でレリピタキとトラツグミを見たぃ:と探してι礎ら青い羽の鳥が自い実を
くわえて目の前の枝1砒まつてぃました―ルリビタキでした。 帰り道では「トラツグミ トラツグミ…・」と歩い

てιtら 暗い所が好きな書なのに林の入り口に陽の光を浴

“

輝いているトラツグミがttん耐 よ:

その体α隣棋様のなんときれいなこと!ぁちこちと忙しそうに動き回るのを20分位つきあったで枷にぅか。
うれしい一日になりました。

(斎藤)
★(斑鳩より)2月 1日ベニマショ初見竜田川と大和川の合流点の本に止まっていました。
2月 18日大和川のごみのいっぱい引っかかった木の茂みでウグィスのか細い初鳴き。
昨年は1月 29日 でした。

(勝田)

★2月 9日 (土)奈 良公園探鳥会でムギマキとぃぅ旅鳥に出会いました。
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(イ 田ヽ)
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